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＜連絡事項＞
・第7回院内研修のお知らせ
日　時：12月17日（火）、18日（水）17:30～18:30

　場　所：メンタル3階会議室

  テーマ：｢2019年度医薬品安全管理研修：医薬品を安全に使用するために｣

　講　師：松田　俊之　薬局長
＜患者様連絡事項＞
・飯岡　裕子様～アドナ(30)3T　3×毎食後　7日分継続処方となる。
・坪　俊英様～臨時薬が同内容で7日分継続処方となる。
・木村　格治様～臨時薬が同内容で7日分継続処方となる。
・山中　美穂様～・酸素吸入継続（2L）。
・血糖測定（毎食前）に変更。
　　　　　　　 ・インスリン（毎食直前にスライディングスケールに応じて実施）。
・点滴（4本+抗生剤1本）に変更。
・12/5～経口摂取開始（インスロー各食1本ずつ飲用）
・吉島　知寿子様～IFオーダー追加。
食欲不振時）エンシュアリキッド1缶　5回分処方となる。
・高橋　末吉様～施設入所検討の為、本人との面談希望があり、12/5　14：00ケアマネージャーが来院予定。退院支援の為、西舘PSW立ち会う予定。
・西山　アイ様～次女より連絡あり。寿楽荘のショートステイの利用が決定した為、退院希望あり。12/14(土)10：00希望。明日、主治医へ情報提供をしていく事とする。また、退院後は当院への通院を希望している事から、初外来日の調整をしていく事となる。調整後、PSW大川へ連絡する事としている。
　　　　　　　　本人との面会希望があり、12/7(土)9：30　寿楽荘スタッフが面会予定。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・坪　俊英様～20：00～6：00までの時間隔離中。自室やホールで穏やかに過ごす。対応も落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期に処遇改善出来るよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20：00～6：00までの時間隔離中。私物の要求や、購入物品依頼を母様に伝えるようスタッフへ話すが不穏さはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　龍矢様～終日隔離中。午前3時間、午後2時間ずつの開放観察実施。開放観察時のルールを改めて説明。状態によっては早期に開放観察終了となることを伝え了解されているが、以前からトラブルとなっていた他者の部屋に侵入し、相手に対し馬乗りになる等の行為あり。スタッフ訪室前に離れ理由を一方的に話す。訴え傾聴し距離をとる様伝えている。興奮はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・久保　興介様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。ニヤツキ、ホールで踊る等、気分の高揚さあるが粗暴行為なし。他者交流見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・中居　松男様～朝食介助にて2/3摂取。食事介助、内服に拒否強い。昼食は自力で2/3摂取。他室侵入や独語聞かれるが、他者とのトラブルはない。
・飯田　修子様～買い物の購入金額や通帳残高を気にした発言聞かれ、訴え傾聴するが徐々に話の内容脱線し、外泊日程や環境に対する不満聞かれる。また転院についても「考えている」と話す。口調は穏やか。
・澁谷　兼一様～易怒性や不機嫌さなく穏やか。日中眠気見られ徘徊は過度とならず、ベンチで過ごす。
・矢部　昭男様～帰宅要求や不穏さなく穏やか。ホールでテレビを見て過ごしている。
＜田中Dr.診察＞
・山中　美穂様～右背部下方に肺雑音が聞かれる。糖尿病合併の肺炎と考える。
インフル後の肺炎も鑑別のためインフルエンザテスト実施。結果は陰性。尿が濃く飲水の訴えあり、毎回茶寒天を追加と飲水希望時には飲水可となる。

　　　　　　　　・本日と明日の2日間生食1000ｍｌが点滴で追加となる。
＜新入院患者様情報＞
日時：R1.12.4　　13：09

　　氏名：信田　あかり（のぶた　あかり）様

生年月日：平成8年7月19日　23歳

　　病名：自閉症、重度知的障害

　　性別：女性

　主治医：田名部Dr.
入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Aユニット

(経過）

　H23年より岩手県立療育センターに通院していたが、H30年8月より、自宅や事業所での興奮や自傷、他害行為が止まらず、薬物調整するも落ち着かない状態。家族も疲弊

してきている事から今後入院も視野に当院への転医となる。　

　当院へ通院後もジョイフル（作業所）に通っているが、作業所で唸り声をあげる事や手や顎を傷つけ、痂皮化した所を繰り返し剥がす行為あり。両親に対して殴る、特に母

様に対して強くあたる事がある為、家族は疲弊している状態にある。

　今回、薬剤調整、症状改善目的にて、R1.12.4　東病棟Aユニットへ医療保護入院となっている。
・家族洗濯（週2回程度来院予定）
・小遣い：月3000円（嗜好品のみ）
※インフルエンザ予防接種未接種。当院での接種を希望している。
